第１章　計画の概要　
　３　文化財の概要
（６）文化財の価値
○歴史的評価
　旧三井家下鴨別邸の建築は，明治13年（1880）の木屋町別邸を大正4年に移築して主屋とし，玄関棟を増築したものである。移築に際しては木屋町別邸の主屋がほぼ改変なく伝えられていることが分かっており，明治13年（1880）の三井家の邸宅遺構を伝える点で貴重である。一方，玄関棟は良質なヒノキ材を用いており，書院造に洋風意匠を加味した財閥の格式を備えた和風建築である。抑制された意匠の明治期の住宅建築と大正末期の洋風を加味した書院造風の玄関棟による構成は，特徴的な邸宅建築と考えられる。
　京都に発祥して財閥へと発展した三井家の邸宅遺構は，明治23年（1890）建築の京都・油小路邸の座敷の一部（江戸東京たてもの園に再移築して現存）が残る他，昭和2年（1927）竣工の拝島別邸（東京都昭島市）が現存するに過ぎない。このうち，拝島別邸は鍋島侯爵邸を移築したものであり，三井家の邸宅として建築されたものとしては，油小路邸座敷と下鴨別邸のみである。下鴨別邸は三井家の邸宅全体が現存する唯一の遺構であり，明治13年（1880）建築の下鴨別邸主屋は現存最古のものである。三井家を離れて財閥家による邸宅建築の遺構としても数少ない建築として貴重である。
　さらに，下鴨別邸は糺の森に造営された三井家の祖霊社である顕名霊社の休憩所として使用されたことが分かっている。単なる別邸ではなく，祖霊社への参拝時に使用された特殊な空間として他に事例を見ない建築といえる。こうした三井家にとって精神的に重要な場所であるという性格から，明治13年（1880）建築の建物を移築することによって同家の歴史を伝えようとする意図に向かっていったであろうことも推測される。
○空間的評価
　旧三井家下鴨別邸には，近世後期から末期に建てられた茶室，明治13年建築の主屋，大正14年建築の玄関棟といった，当初の建築年代の異なる建造物が現存している。内部空間における動線も歴史的に変遷を伴っている。このように建築空間として歴史的な重層性を有する点が旧三井家下鴨別邸の空間的特性の一つといえる。（⇒図参照）
　また，旧三井家下鴨別邸には，園池を配した庭園が残り，建築と庭園が一体として邸宅建築の構えを伝えている。主屋，玄関棟，茶室からはそれぞれ異なる視点からの庭園眺望が計画されている。主屋から主庭に対しては，１階座敷（６畳），２階客室（１４畳）でそれぞれ異なる角度から眺望することができる。さらに，３階物見台（望楼）からは俯瞰的に庭園を見下ろす他，東側には大文字山，北東側には比叡山を眺望することができ，当初は南側に鴨川河原をのぞむことも可能であったと判断される。このように，屋敷を構成する建物と庭や背景との多面的な関係性も空間的な特性として評価することができる。
　以上の空間的特性を考慮し，旧三井家下鴨別邸の保存，活用に際しては，利用者が歴史的な重層性を認識することが可能な公開手法が望まれる。また，主屋，玄関棟，茶室からの眺望を意識した庭園の整備や植栽のコントロールを行うことが重要である。
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